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２００９秋 とれたて新鮮！とちぎのおいしさフェア

１１月１４日（土）、宇都宮市食肉地方卸売市場敷地内にて、「第９回食肉市場
まつり in うつのみや」が開催された。県内の食肉販売業者・生産者及び関係団
体等が一体になり、食肉の安全性や美味しさをＰＲし、消費拡大を図った。
このイベントは、平成１４年３月に始まり、今回で９回目。精肉や県産農産物の
即売、その他に「とちぎ和牛のバーベキュー」などが毎年大人気！

いちごトップセールス試食宣伝

１１月２７日（金）、東京・大田市場で「とちおとめ」の販売促進を図
るため、トップセールスを行った。福田富一知事をはじめ関係者た
ちが、フレッシュメイトとともに試食宣伝に参加した。イチゴや、イチ
ゴに溶かしたチョコレートを付けた「チョコおとめ」を市場内の人々に
勧め、「安全・安心の栃木のおいしいイチゴ」をＰＲした。
今後のさらなる消費拡大に期待をしたい。

全国野菜園芸技術研究会栃木大会実行委員会を開催

１１月１７日（火）、ホテルニューイタヤで上記実行委員会（幹事会・事務局員会合同）が開催された。
第５４回全野研栃木大会の運営を行う目的で組織された実行委員会等は、大会に係るすべての関係
事業及び収支決算を終了し、解散の運びとなった。
実行委員及び幹事並びに事務局員の皆様、大変ご苦労さまでした。

村上千秋野菜部会長が緑白綬有功章を受章

本協会野菜部会長村上千秋氏は永年の農事改良の功績により、１１月１８日（水）大日本農会（総裁
桂宮宜仁親王殿下）から緑白綬有功章を授与された。
本章は、農業者の技術的・経営的な創意工夫、開発などの実践的功績を讃えるもので、歴史と伝統
ある名誉ある章です。

第９回食肉市場まつり in うつのみやの開催

１１月１３日（金）～２３日（月祝）の１１日間、池袋のサンシャインシティア
ルパで、栃木県が育成したお米「なすひかり」やネギ、ナシなど栃木県産
農産物を使用したオリジナルメニューを参加各店舗にて提供する「２００９
秋 とれたて新鮮！とちぎのおいしさフェア」を開催した。特に好評だった
のが、ローゼンハイムの「とちぎ弁当」で、にっこり梨、なす、さといも、にら、
白美人ねぎ、生椎茸、米（なすひかり）を使用し、お米から具材にいたるま
で、栃木県のおいしい素材をふんだんに使ったオリジナル弁当である。こ
の一品だけで、栃木県産農産物のうまさを堪能できる。
また、噴水広場では、「とちぎ観光物産フェア」と題して、農産物と観光Ｐ
Ｒが１１月１３日（金）～１５日（日）の３日間開催された。当協会は、ステージ
イベントにて、フレッシュメイトによるフェアの告知と併せて県産農産物等を
広くＰＲし、イメージアップや観光客の誘客を図った。

とちぎ弁当 525円

にっこり梨のコンポート
600円
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県議会の「県出資法人あり方検討会」報告書について

県が出資または出えんして設立するなど県の関与の深い法人等について県議会が検討会を設けて見
直しを進めてきたが、その報告書がまとまり、１２月１日知事に提言された。
今回の見直し対象法人は３２法人で、本協会は観光協会と県産品振興協会が統合して設立された県
観光物産協会との統合とされた。
本協会としては会員の意向把握、意見集約を図りながら、関係者と協議を進めて方向性を出していく。

１月２０日（水）～２４日（日） 第３８回とちぎ蘭展（ＦＫＤインターパーク店）

１２月１８日（金） 第３回こんにゃく専門部会（ＪＡ会館 ５－１会議室）

１２月１４日（月） ナシ専門部会長会議（ＪＡ会館 ５－２会議室）

平成２２年１月２０日（水） 第３回栃木県産農産物等展示商談会
（午前１０時～午後４時 マロニエプラザ大展示場）を開催します。

ＪＡや加工業者などが、県産農産物や県産農産物を原料とした加工食品をＰＲします。
今回は、同時開催の「食の展示・商談会２０１０」と併せて１００以上のブースを予定しております。
多くの食品を扱う業者の方のご来場を心よりお待ちしております。

２月５日（金）～７日（日） とちぎ花フェスタ２０１０ in ましこ
（益子町総合体育館・益子町民会館）

「うららかに 陶の里から 花便り」をテーマに、県内各地で生産される花を一堂
に集めた花の総合イベントを開催する。

第１１回米・食味分析鑑定コンクール国際大会で「なすひかり」が上位入賞

１１月２８日（土）～２９日（日）、福島県天栄村において「米・食味分析鑑定コンクール国際大会」が
開催された。全国から２８５１検体出品のなか、品種部門で大貫久男氏（ＪＡなすの）の「なすひかり」
が見事最優秀賞を受賞した。
受賞おめでとうございました。

～～年末年始の業務について～～

今年も会員の皆様には大変お世話になりました。当協会は、１２月２８日（月）で仕事納めとな
ります。来年は１月４日（月）から業務を開始しますので、宜しくお願い致します。良いお年をお
迎え下さい。

本協会主催の肉用牛総合共進会が、東京都中央卸売市場食肉市場で開催された。
１１月２７日（金）の肥育牛の部黒毛和種には４０頭が出品され、平均の販売金額は１０３万円を超
えた。最優秀賞には、磯野均氏（ＪＡなす南）の出品枝肉が輝いた。
１１月３０日（月）の同交雑種には３９頭が出品され、平均販売金額は６９万円弱であった。最優秀
賞は、清水栄二氏（ＪＡおやま）の出品枝肉が獲得。
いずれの枝肉も高い評価を受け、上位格付け率が高かった。

県肉用牛総合共進会（肥育牛の部）の開催


